
【諮問議案第１号】
　旭川圏都市計画学校の変更について

令和6年8月都市計画審議会　資料
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旭川圏都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

経緯の概要　　　　　　　　　　

事　項 時　期 備　考

旭川市都市計画審議会 令和６年６月５日 報告

北海道事前協議（回答） 令和６年６月１８日 意見なし

案の縦覧
令和６年７月１７日～
　　　　　　　　　７月３１日

意見０件

旭川市都市計画審議会 令和６年８月６日 本審議

審議のポイント
　都市計画変更の内容が，都市計画マスタープラン・立地適正化計画等が
　目指している都市の目標に沿ったものであるか。
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旭川圏都市計画学校の変更について
　　　　　　　　　　

都市計画学校（旭川医科大学）

都市計画学校
（旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部）

市場

と畜場 ごみ処分場
汚物処理場

火葬場

ごみ焼却場

公園

道路

河川

下水道

　都市計画学校の変更

変更内容（案）
①令和５年に公立大学として開学した，

旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学
部を都市計画学校として追加決定する。

②上記変更に合わせて，旭川医科大学の
　住所表記を見直す。

P２

 【旭川圏内の都市施設（学校）】

　都市計画決定（変更）前

都市施設名 位　　置 面　積 備　　考

旭川医科大学 旭川市神楽町神楽岡 23.2ha

　都市計画決定（変更）後

都市施設名 位　　置 面　積 備　　考

旭川医科大学 緑が丘東２条１丁目 約23.2ha 住所表記変更

旭川市立大学及び
旭川市立大学短期大学部

永山３条２３丁目及び
永山４条２３丁目

約4.3ha 新規追加

（昭和48年7月）
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旭川圏都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

　【都市計画学校】
　　　①学校を将来の都市における必要な施設として，配置・規模が明確に示され，
　　　 　原則として，学校関連施設以外の建築が認められない。
　　　②長期的視点から，都市計画事業による計画的な整備を進めていくことが可能となる。

　【都市計画決定する上での考え方等】
　　①都市生活にとって必要不可欠なサービスである、教育文化、医療、社会福祉の
　　　　 各施設の計画的配置及びその整備は極めて重要であり、必要に応じてこれら
　　　　 都市施設を都市計画に定めることが望ましい。
　　　②都市全体あるいは地域にとって必要性又は公益性が高い施設については、
　　　 　積極的に都市計画決定することが考えられる。　　

都市計画学校とは

P３
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旭川圏都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

旭川大学公立大学化の理由

P４

①

②

③

④

①

②

③
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旭川圏都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

都市計画決定区域

講堂除却済
新学部設置予定

P５
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都市計画の方針

方針②旭川市都市計画マスタープラン
　　｢第3節１-１計画的な土地利用の誘導｣

基本方針
　　地域核拠点や生活利便拠点の適切な配置やこれと連携した公共交通体系の
　機能充実に取り組み，医療・福祉・商業・教育などの都市機能や居住の集積を
　誘導し，各地域住民の生活圏における利便性を確保します。 
施策の方向
　・市民文化系施設や学校など公共施設の適正配置 
　・都市機能や居住機能の立地適正化の推進

方針①旭川圏都市計画
　　　都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（北海道）
       ｢Ⅲ２（３）その他の都市施設｣

・ごみ焼却場及びごみ処理場等の都市施設については、それぞれの施設の整備に
関する計画等を踏まえて適正な維持管理を継続するとともに、適切な位置に配置し、
公益性並びに恒久的な性格を有するものについては、都市計画決定に向けた検討
を行う。

旭川圏都市計画　都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

P６
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都市計画の方針

方針③旭川市立地適正化計画
       ｢４－２［２］居住に関する方針｣

地域核拠点においては，既に備わっている都市機能（基幹的な病院や高校・大学）
や公共交通等を今後も効率的かつ持続的に活用していくため，集合住宅の立地や
一定規模以上の宅地開発等の誘導を促進し，一定の人口を確保することにより，都
市の骨格となる人口密度の高い居住地の形成を目指します。

　　  ｢４－２［３］都市機能等の配置の方針｣

都市機能誘導区域における誘導施設の設定に加え，地域の実情や施設の持つ役
割を踏まえ，日常生活等に必要な都市機能の維持を図っていくため，区域分類に応
じた居住や都市機能の配置の方針を次のとおり整理します。

◎，○，□は配置が望ましい施設（◎←○←□の順で優先）を示す。

旭川圏都市計画　都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

P７

種別 施設 配置方針 都市機能
誘導区域

地域核拠
点

教育機能 大学・専修学校等 公共交通を利用し容易に利用で
き，賑わい創出が期待できる区域

○ ○
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旭川圏都市計画学校の変更について　　　　　　　　　　

都市計画変更の理由
　

P８

　旭川市総合計画においては，【都市づくりの基本方策「造る」から「再構築・活用」
への転換】を掲げており，これまでに整備してきた都市基盤や都市機能をはじめと
する既存ストックの有効活用が求められている。

　旭川市都市計画マスタープランの都市整備の基本方針では，教育などの都市機
能の立地適正化を推進することとしている。

　旭川市都市計画マスタープランをより具体的に推進するための計画である，旭川
市立地適正化計画においては，当該地区が永山地域核拠点の区域内であるとと
もに，大学は地域核拠点内に配置が望ましい都市機能として位置づけられている。

　旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部は，少子化の時代における人材確
保，人材流出抑制及び更なる地域貢献・地域連携を図ることを目的に，令和５年に
公立大学として開学した。さらに，令和８年からは，地域が抱える課題を的確に見
つけ，解決に取り組む人材育成を目的とした新学部を当該地区内に設置する計画
である。

　前身である旭川大学が築いてきた教育資産を将来にわたって活用するため，当
該地区を旭川圏都市計画学校「旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部」とし
て追加決定する。　　



１ 都市計画の図書の案

旭川圏都市計画学校の変更

① 計画書

② 総括図

③ 計画図



２ その他学校の変更内容を示す図書

旭川圏都市計画学校の変更

① 変更理由書

② 新旧対照表



旭川圏都市計画学校の変更（旭川市決定）

都市計画学校を次のように変更する。

「区域は計画図表示のとおり」

理由

旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部は，少子化の時代における人材確保や人材

流出抑制、更なる地域貢献・地域連携を図ることを目的に、令和５年に公立大学として

開学した。

前身である旭川大学が築いてきた教育資産を将来にわたって活用するため，当該地区

を旭川圏都市計画学校「旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部」として追加決定す

る。

名 称

位 置 面 積 備 考

番号 学校名

１ 旭川医科大学 緑が丘東２条１丁目 約 23.2ha

２
旭川市立大学及び

旭川市立大学短期大学部

永山３条２３丁目及び

永山４条２３丁目
約 4.3ha







都市計画変更の理由書

１．案件名

旭川圏都市計画学校の変更（旭川市決定）

２．都市計画決定経過

本市における都市計画学校は，昭和 48 年 7 月に「旭川医科大学」を決定し，現在

に至っている。

３．都市計画決定の目的

旭川市総合計画においては，【都市づくりの基本方策「造る」から「再構築・活用」

への転換】を掲げており，これまでに整備してきた都市基盤や都市機能をはじめとす

る既存ストックの有効活用が求められている。

旭川市都市計画マスタープランの都市整備の基本方針では，教育などの都市機能の

立地適正化を推進することとしている。

旭川市都市計画マスタープランをより具体的に推進するための計画である，旭川市

立地適正化計画においては，当該地区が永山地域核拠点の区域内であるとともに，大

学は地域核拠点内に配置が望ましい都市機能として位置づけられている。

旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部は，少子化の時代における人材確保や人

材流出抑制，更なる地域貢献・地域連携を図ることを目的に，令和５年に公立大学と

して開学した。さらに，令和８年からは，地域が抱える課題を的確に見つけ，解決に

取り組む人材育成を目的とした新学部を当該地区内に設置する計画である。

前身である旭川大学が築いてきた教育資産を将来にわたって活用するため，当該地

区を旭川圏都市計画学校「旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部」として追加決

定する。

４．都市計画決定の内容

旭川圏都市計画学校に「旭川市立大学及び旭川市立大学短期大学部」を追加する。



旭川圏都市計画学校 新旧対照表

名称

位置 面積 備考 変更内容

番号 学校名

新

１ 旭川医科大学
緑が丘東２条

１丁目
約 23.2ha

位置の表記

を現住所表

記に変更

２

旭川市立大学

及び旭川市立

大学短期大学部

永山３条２３

丁目及び永山

４条２３丁目

約 4.3ha 新規追加

旧 １ 旭川医科大学
旭川市神楽町

神楽岡
23.2ha


